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会場の様子 

 

第１章 はじめに 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 明治大水害の記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちが住む日本は、豊かな自然に恵まれた国であ

る一方、自然災害が多い国として有名です。 

平成 23 年紀伊半島大水害では、田辺市も大きな被

害を受けています。 

過去の災害の経験から未来へつないでいくため、先

人たちが残してくれた災害の記録を紐解きます。 

和歌山県水害史上最悪の 1247 名の方が犠牲になった明治 22 年大水害は、約 3 日間

で降雨量 1295mmという記録的な集中豪雨となりました。 

当時の様子を伝える新聞や日誌、被災状況を記録した絵図、ご神体を避難させている様

子を描いた絵図など、災害の様子を今に伝えています。 



第３章 南海地震・津波の記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 来
きた

るべき災害に備えて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年のように全国各地で自然災害が頻発し、甚大な

被害が発生しています。 

災害時は想定にとらわれず、自らの命を守るため、最

善を尽くすことが重要になります。 

南海地震は、およそ 100年から 150年間隔で繰り返し発生してきた大規模地震です。

田辺市では、1707 年の宝永南海地震、1854 年の安政南海地震、1946 年の昭和南

海地震の記録が伝わっています。記録には、地震や津波の様子、被害状況や救援事業な

ど後世への教訓として、様々なことが記されています。 

先人たちは、災害の恐ろしさや教訓を、後世を生きる私たちに伝えるため、古文書や石

碑、言い伝えなど様々な方法で災害の記録を残してくれました。 

それらの記録は多くの人たちが長い年月にわたり守り続け、現在まで伝わっています。 

これらの文化財を皆さまとともに未来へつないでいきます。 

 

田辺歴史民俗資料館 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


